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（単位：千ｔ/年）

ごみ総排出量 集団回収量 資源化量
759 26 116

(100.0%) (3.4%) (15.3%)

<826> <32> <133>

直接資源化量
6

(0.7%)

<6>

中間処理量 処理残さ量
723 166 85

(95.3%) (21.9%) (11.2%)

ごみ処理量 <783> <185> <95>

733 減量化量
(96.6%) 557

<794> (73.4%) 81

<598> (10.7%)

自家処理量 <90>

0 直接最終処分量 最終処分量

<0> 5 86

(0.6%) (11.3%)

<5> <95>
71

<104>
注1）（）はごみ総排出量に対する割合、＜＞はH30年度数値

注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。

事業者直接再
資源化量

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

リサイクル率
（民間リサイクル

除く）

最終処分率
民間リサイクル量

表１－１ 一般廃棄物処理量の推移

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R5-H30 増減率

ごみ総処理量 (ｔ／年) 793,168 795,392 784,900 780,048 775,079 733,504 ▲ 59,664 ▲7.5%

直接搬入量焼却量 (ｔ／年) 642,595 647,401 630,083 628,617 624,980 591,973 ▲ 50,622 ▲7.9%

焼却以外の中間処理量 (ｔ／年) 139,618 136,816 143,523 140,651 138,288 131,171 ▲ 8,447 ▲6.1%

粗大ごみ処理施設 (ｔ／年) 55,279 54,523 59,608 56,163 56,067 51,667 ▲ 3,612 ▲6.5%

資源化を行う施設 (ｔ／年) 83,006 80,959 82,018 82,776 80,523 78,782 ▲ 4,224 ▲5.1%

ごみ堆肥化施設 (ｔ／年) 1,189 1,193 1,326 1,572 1,560 484 ▲ 705 ▲59.3%

ごみ燃料化施設 (ｔ／年) 144 141 141 140 138 142 ▲ 2 ▲1.4%

その他の施設 (ｔ／年) 0 0 430 0 0 96 96 -

直接資源化量 (ｔ／年) 5,639 5,462 5,686 5,640 5,950 5,665 26 0.5%

直接最終処分量 (ｔ／年) 5,316 5,713 5,608 5,140 5,861 4,695 ▲ 621 ▲11.7%

減量処理率 (％) 81.7% 82.1% 81.0% 81.3% 81.4% 81.5% ▲ 0 ▲0.0pt

直接焼却率 (％) 81.0% 81.4% 80.3% 80.6% 80.6% 80.7% ▲ 0 ▲0pt

直接埋立率 (％) 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.8% 0.6% ▲ 0 ▲0.0pt

※減量処理率（％）＝（直接焼却量＋焼却以外の中間処理量＋直接資源化量）÷ごみ総処理量 　

※直接焼却率（％）＝直接焼却量÷ごみ総処理量 　
※直接埋立率（％）＝直接最終処分量÷ごみ総処理量

１ 一般廃棄物の処理状況 （ごみ処理フロー（R5））



直接最終処分量 最終処分場

(21,09,03) 4,695 (21,09,01) 85,561

直接焼却量 焼却施設 焼 却 残 渣 の 埋 立 (21,01,05) 74,347

(21,01,02) 591,973 (21,01,01) 633,853 資 源 化 量 (21,01,06) 4,523
（中間処理後保管量 0)

混合ごみ 0 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,01,04) 41,880 処理残渣の埋立

6,519

可燃ごみ 562,483 粗大ごみ処理施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,02,04) 33,973

(21,02,01) 51,667 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,02,05) 4,430

不燃ごみ 9,240 資 源 化 量 (21,02,06) 12,850
（中間処理後保管量 241)

資源ごみ 87,916 資源化等を行う施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,03,04) 7,856

(21,03,01) 78,782 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,03,05) 2,040

その他　 430 資 源 化 量 (21,03,06) 67,000
（中間処理後保管量 0)

粗大ごみ 9,867 焼却以外の中間処理施設 ごみ堆肥化施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,04,04) 0

131,171 (21,04,01) 484 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,04,05) 0

直接搬入ごみ 62,971 資 源 化 量 (21,04,06) 484
（中間処理後保管量 0)

自家処理量 0 ごみ飼料化施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,05,04) 0

(21,05,01) 0 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,05,05) 0

集団回収量 25,634 資 源 化 量 (21,05,06) 0
（中間処理後保管量 0)

メタン化施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,06,04) 0

(21,06,01) 0 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,06,05) 0

資 源 化 量 (21,06,06) 0
（中間処理後保管量 0)

ごみ燃料化施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,07,04) 4

(21,07,01) 142 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,07,05) 0

資 源 化 量 (21,07,06) 138
（中間処理後保管量 0)

その他施設 処 理 残 渣 の 焼 却 (21,08,04) 47 中間処理に伴う資源化量

(21,08,01) 96 処 理 残 渣 の 埋 立 (21,08,05) 49

　　計画収集人口 2,244,297 （中間処理後保管量 0)

　　自家処理人口 0 直接資源化量 資源化量合計

総人口 2,244,297 (20,22,01) 5,665 90,660

合計 処理量（令和5年度実績）　ごみ処理フロー

収集ごみ＋直接搬入ごみ

84,995

１ 一般廃棄物の処理状況 （ごみ処理フロー（R5））

排出量 758,541t
（民間リサイクル除く）

最終処分量

再資源化量
116,294t

（民間リサイクル除く）
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１ 一般廃棄物の処理状況（１人１日当たりのごみ排出量の推移）

 Ｈ３０とＲ５を比較すると、人口の減少率（▲2.6％）に対して、ごみ総排出量は▲8.1％減
少しており、自治体で回収するごみの減少率が高い傾向になっている。

 資源ごみの減少（▲7.0％）のほか、集団回収量が大きく減少（▲20.1％）しており、再資
源化量が減少。

 Ｒ１年度以降、コロナ禍の影響もあり市町村の処理施設に直接搬入される量が増加し、コロ
ナが五類に移行したＲ５以降は再度減少に転じている。

※自治体回収分のみ（民間処理除く）
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１ 一般廃棄物の処理状況（再資源化量の推移）

 市町村による資源化量、民間事業者による資源化量ともに減少傾向。
 市町村の資源化の内訳を見ると、ペットボトルやプラスチックは増加傾向にある一方で、古紙やガラス類等の資源回収量の減少

などにより、再資源化量は減少傾向にある。
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１ 一般廃棄物の処理状況（最終処分量の推移）

 Ｈ３０とＲ５を比較すると、人口の減少率（▲2.5％）に対して、最終処分量は▲10.3％とより減少幅が大きく、
１人１日当たりの最終処分量も▲9g/人日(▲8.2％)と改善。
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２ 産業廃棄物の処理状況（処理フロー（R5））

リサイクル率

最終処分率

排出量
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合計 農林業 漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・

水道業

情報

通信業

運輸・

郵便業

卸・

小売業

金融・

保険

物品

賃貸業

学術・

専門

飲食・

宿泊

生活・

娯楽

医療・

福祉

サービ

ス

10,517 1,823 1 2 2,047 4,079 2,360 1 27 108 0 13 6 14 4 24 9

(100.0%) (17.3%) (0.0%) (0.0%) (19.5%) (38.8%) (22.4%) (0.0%) (0.3%) (1.0%) (0.0%) (0.1%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.2%) (0.1%)

うち 震災分 134 - - - 134 - - - - - - - - - - - -

10,468 1,823 1 2 2,035 4,053 2,352 1 26 106 0 13 6 14 4 24 9

(100.0%) (17.4%) (0.0%) (0.0%) (19.4%) (38.7%) (22.5%) (0.0%) (0.3%) (1.0%) (0.0%) (0.1%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.2%) (0.1%)

うち 震災分 134 - - - 134 - - - - - - - - - - - -

3,272 165 1 0 1,897 568 447 1 21 103 0 13 6 14 4 24 9

(100.0%) (5.0%) (0.0%) (0.0%) (58.0%) (17.3%) (13.7%) (0.0%) (0.7%) (3.2%) (0.0%) (0.4%) (0.2%) (0.4%) (0.1%) (0.7%) (0.3%)

うち 震災分 127 - - - 127 - - - - - - - - - - - -

発生量

排出量

搬出量

項目

 主な排出業種は製造業、電気・水道業、建設業、農林業である

２ 産業廃棄物の処理状況（業種別の排出量（R5））
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２ 産業廃棄物の処理状況（種類別の排出量（R5））

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカ リ

廃プ ラ ス

チ ック類
紙く ず 木く ず 繊維く ず

動植物性

残さ

動物系

固形

不要物

ゴムく ず 金属く ず
ガラ ス陶

磁器く ず
鉱さい がれき類 ばい じん

家畜

ふん 尿

家畜の

死体

その他産

業廃棄物

10,517 24 6,114 37 12 10 150 15 299 3 31 1 0 55 235 33 1,484 123 1,822 0 70 

(100.0%) (0.2%) (58.1%) (0.4%) (0.1%) (0.1%) (1.4%) (0.1%) (2.8%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.5%) (2.2%) (0.3%) (14.1%) (1.2%) (17.3%) (0.0%) (0.7%)

う ち 震災分 134 24 0 0 2 0 9 0 0 2 0 94 2 

10,468 24 6,113 35 11 10 148 9 292 3 30 1 0 44 227 33 1,475 123 1,822 0 69 

(100.0%) (0.2%) (58.4%) (0.3%) (0.1%) (0.1%) (1.4%) (0.1%) (2.8%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.4%) (2.2%) (0.3%) (14.1%) (1.2%) (17.4%) (0.0%) (0.7%)

う ち 震災分 134 24 0 0 2 0 9 0 0 2 0 94 2 

3,272 34 746 34 11 9 132 9 254 3 30 1 0 41 208 26 1,385 116 164 0 68 

(100.0%) (1.0%) (22.8%) (1.0%) (0.3%) (0.3%) (4.0%) (0.3%) (7.8%) (0.1%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (1.3%) (6.4%) (0.8%) (42.3%) (3.6%) (5.0%) (0.0%) (2.1%)

う ち 震災分 127 0 21 0 0 2 0 9 0 0 2 0 91 2 

項目

発生量

排出量

搬出量

 排出量は、汚泥、家畜ふん尿、がれき類が全体の約９割占めている。
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合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカ リ

廃プ ラ ス

チ ック類
紙く ず 木く ず 繊維く ず

動植物性

残さ

動物系

固形

不要物

ゴムく ず 金属く ず
ガラ ス陶

磁器く ず
鉱さい がれき類 ばい じん

家畜

ふん 尿

家畜の

死体

その他産

業廃棄物

3,850 116 613 14 3 1 104 14 215 2 11 0 0 50 174 15 1,458 85 945 29 

(100.0%) (3.0%) (15.9%) (0.4%) (0.1%) (0.0%) (2.7%) (0.4%) (5.6%) (0.1%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (1.3%) (4.5%) (0.4%) (37.9%) (2.2%) (24.6%) (0.0%) (0.8%)

49 0 2 3 1 0 2 6 7 0 0 11 8 10 0 0 

(100.0%) (0.1%) (3.3%) (5.2%) (1.8%) (0.0%) (3.3%) (11.9%) (14.9%) (0.0%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (22.3%) (16.0%) (0.0%) (19.5%) (0.4%) (0.0%) (0.0%) (0.4%)

3,801 116 611 12 2 1 103 8 208 2 11 0 0 39 167 15 1,448 85 945 29 

(100.0%) (3.0%) (16.1%) (0.3%) (0.1%) (0.0%) (2.7%) (0.2%) (5.5%) (0.1%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (1.0%) (4.4%) (0.4%) (38.1%) (2.2%) (24.9%) (0.0%) (0.8%)

うち震災分 124 0 19 0 2 0 6 0 0 1 94 1 

再生利用量

項目

資源化量

有償物量

 リサイクル量は、がれき類、家畜ふん尿、汚泥が全体の
約８割を占めている。
以下は排出量におけるリサイクル量の割合

 がれき類 ：９８．１％
 家畜ふん尿：５１．９％
 汚泥 ：１０．０％

２ 産業廃棄物の処理状況（種類別の再生利用量（R5））



合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカ リ

廃プ ラ ス

チ ック類
紙く ず 木く ず 繊維く ず

動植物性

残さ

動物系

固形

不要物

ゴムく ず 金属く ず
ガラ ス陶

磁器く ず
鉱さい がれき類 ばい じん

家畜

ふん 尿

家畜の

死体

その他産

業廃棄物

141 18 12 0 3 0 20 1 3 0 1 0 2 29 18 19 0 0 14 

(100.0%) (12.8%) (8.6%) (0.1%) (2.3%) (0.0%) (14.1%) (0.8%) (2.5%) (0.2%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (1.6%) (20.3%) (12.7%) (13.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (9.9%)

うち震災分 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

(100.0%) (0.8%) (22.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.1%) (57.8%) (1.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (5.4%) (0.0%) (9.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.6%)

133 16 9 0 3 0 20 1 3 0 1 0 2 28 18 18 0 0 13 

(100.0%) (12.1%) (6.6%) (0.1%) (2.4%) (0.0%) (14.7%) (0.8%) (1.9%) (0.2%) (0.8%) (0.0%) (0.0%) (1.7%) (21.3%) (13.3%) (13.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (10.1%)

7 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

(100.0%) (30.6%) (46.9%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (4.8%) (0.0%) (0.5%) (0.0%) (1.6%) (0.0%) (0.0%) (0.4%) (2.8%) (3.1%) (0.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (8.5%)

業者

最終処分量

自治体

最終処分量

項目

最終処分量

計

自己

最終処分量

10

２ 産業廃棄物の処理状況（種類別の最終処分の状況（R5））

 最終処分量は、ガラス陶磁器くず、廃プラスチック類、が
れき類、燃え殻、鉱さいの順に多く、これらが全体の
約７割を占めている。



11

２ 産業廃棄物の処理状況（地域別の排出の状況（R5））

合計 仙南地域 仙台周辺地域 大崎地域 栗原地域 登米地域 石巻地域
気仙沼、本吉

地域
仙台市域

10,517 1,109 3,868 866 441 576 910 174 2,573

(100.0%) (10.5%) (36.8%) (8.2%) (4.2%) (5.5%) (8.6%) (1.7%) (24.5%)

10,468 1,105 3,851 863 439 575 903 174 2,558

(100.0%) (10.6%) (36.8%) (8.2%) (4.2%) (5.5%) (8.6%) (1.7%) (24.4%)

3,272 397 700 329 162 98 339 120 1,127

(100.0%) (12.1%) (21.4%) (10.1%) (4.9%) (3.0%) (10.4%) (3.7%) (34.5%)

項目

発生量

排出量

搬出量

 地域別の排出量は、仙台周辺地域、仙台市域が多く、全体の約６割を占めている。
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２ 産業廃棄物の処理状況（廃プラスチックの処理状況（R5））

（単位：千ｔ/年）

発生量 有償物量 資源化量
150 2 107

直接再生利用量 再生利用量
0 105

(0.2%) (70.9%)

中間処理量 処理残さ量
138 117 105

(93.5%) (79.1%) (70.7%)

排出量

148 減量化量
(100.0%) その他量 21

0 (14.4%) 12

(8.4%)

直接最終処分量 最終処分量
9 21

(6.1%) (14.5%)

注1）（）は排出量に対する割合。

注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。
廃プラ スチック類

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

リサイクル率

最終処分率

排出量
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２ 産業廃棄物の処理状況（ガラス陶磁器くずの処理状況（R5））

（単位：千ｔ/年）

発生量 有償物量 資源化量
235 8 175

直接再生利用量 再生利用量
1 167

(0.4%) (73.6%)

中間処理量 処理残さ量
214 183 166

(94.3%) (80.7%) (73.3%)

排出量

227 減量化量
(100.0%) その他量 31

0 (13.6%) 17

(7.5%)

直接最終処分量 最終処分量
12 29

(5.3%) (12.7%)

注1）（）は排出量に対する割合。

注2）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。
ガラ ス陶磁器くず

中間処理後
再生利用量

中間処理後
最終処分量

リサイクル率

最終処分率

排出量
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２ 産業廃棄物の処理状況（建設業の排出の状況（R5））

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカ リ

廃プ ラ ス

チ ック類
紙く ず 木く ず 繊維く ず

動植物性

残さ

動物系

固形

不要物

ゴムく ず 金属く ず
ガラ ス陶

磁器く ず
鉱さい がれき類 ばい じん

家畜

ふん 尿

家畜の

死体

その他産

業廃棄物

2,047 0 140 0 0 0 42 7 262 3 0 20 92 1 1,440 0 39 

(100.0%) (0.0%) (6.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (2.0%) (0.4%) (12.8%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.0%) (4.5%) (0.0%) (70.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.9%)

2,035 0 140 0 0 0 42 7 262 3 0 18 92 1 1,430 0 39 

(100.0%) (0.0%) (6.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (2.1%) (0.4%) (12.9%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.9%) (4.5%) (0.0%) (70.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.9%)

項目

発生量

排出量

 建設業の排出量は、がれき類が最も多く、全体の約７割を占めている。
 ガラス陶磁器くずの排出量も多く、ガラス陶磁器くずの４０．５％を占めている。
 廃プラスチック類の排出量も多く、廃プラスチック類の２８．３％を占めている。
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２ 産業廃棄物の処理状況（製造業の排出の状況（R5））

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃

アルカ リ

廃プ ラ ス

チ ック類
紙く ず 木く ず 繊維く ず

動植物性

残さ

動物系

固形

不要物

ゴムく ず 金属く ず
ガラ ス陶

磁器く ず
鉱さい がれき類 ばい じん

家畜

ふん 尿

家畜の

死体

その他産

業廃棄物

4,079 16 3,617 15 8 9 50 8 34 0 31 0 0 13 127 32 10 101 0 6 

(100.0%) (0.4%) (88.7%) (0.4%) (0.2%) (0.2%) (1.2%) (0.2%) (0.8%) (0.0%) (0.8%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (3.1%) (0.8%) (0.2%) (2.5%) (0.0%) (0.0%) (0.2%)

4,053 16 3,615 14 7 9 49 2 27 0 30 0 0 5 127 32 10 101 0 6 

(100.0%) (0.4%) (89.2%) (0.4%) (0.2%) (0.2%) (1.2%) (0.1%) (0.7%) (0.0%) (0.8%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (3.1%) (0.8%) (0.2%) (2.5%) (0.0%) (0.0%) (0.2%)

項目

発生量

排出量

 製造業の排出量は、汚泥が最も多く、全体の約９割を占めている。
 ガラス陶磁器くずの排出量も多く、ガラス陶磁器くずの５５．９％を占めている。
 廃プラスチック類の排出量も多く、廃プラスチック類の３３．８％を占めている。


